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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長（科学者コミュニティー担当）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅　島　　誠

　今回は、第３４回幹事会の概要について御報告いたします。
　なお、第１５０回総会が来月に迫っております。
　日程について以下のとおりお知らせしますので、会員の皆様には是非とも
御出席願います。

第１５０回総会
○平成１９年４月９日（月）
　１０：００　～１１：００頃　会長等報告、高市内閣府特命担当大臣御挨拶
　１１：００頃～１２：００　特別講演（野中　郁次郎（一橋大学名誉教授））
　１３：３０　～１６：３０　部会
○平成１９年４月１０日（火）
　１０：００～１２：００　部会
　１４：００～１６：００　提案事項採決、各種委員会報告等、意見交換
　　　　　　　　　　　　　同友会（総会、懇親会）
○平成１９年４月１１日（水）
　１０：００～１２：００　機能別委員会等
　１３：３０～１５：３０　課題別委員会等

　総会の御出欠の御回答がお済みでない方は速やかに事務局まで御回答ください。

◎第３４回（３月２２日（木）１４時～１６時００分）

１　非公開審議事項について審議が行われました。
  (1)  委員会関係として
　　　・国際委員会「持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議
　　　　２００７分科会」、「アジア学術会議分科会ＳＣＡ共同プロジェク
　　　　ト小分科会」の委員の決定
　　　・分野別委員会の運営要綱の改正（３分科会、５小委員会）及び委員の
　　　　決定（５分野別委員会、２３分科会、５小委員会）が承認されました。
　　　今回、設置が承認された分科会等名は以下のとおりです。
　　　・地球惑星科学委員会 IUGG分科会
　　　・同委員会 IUGS分科会
　　　・総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関する安全・
　　　　安心・リスク検討分科会事故調査体制の在り方小委員会
　　　・総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関する安全・安心・
　　　　リスク検討分科会遺棄および老朽化学兵器の安全な廃棄技術に関する
　　　　小委員会
　　　・総合工学委員会・機械工学委員会合同工学システムに関する安全・安心・
　　　　リスク検討分科会事故死傷者ゼロを目指すための科学的アプローチ
　　　　検討小委員会
　　　また、
　　　・「教師の科学的教養と教員養成に関する検討委員会」の運営要綱の
　　　　改正及び委員の任期の延長
　　　・「学術・芸術資料保全体制検討委員会」の運営要綱の改正及び委員の
　　　　任期の延長
　　　が承認されました。

  (2)　医療事故責任問題検討委員会の委員候補者の推薦が承認されました。

　(3)  今後の日本学術会議の運営について意見交換が行われました。

２　前回議事要旨の確認が行われました。
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３　前回幹事会以降の諸報告が行われました。

  (1)  Ｇ８学術会議（平成１９年３月１５～１６日　ハレ（ドイツ））
　　　について、金澤会長から報告がありました。

  (2)　平成１８年３月２４日に発表された「政府統計の改革に向けて
　　　―変革期にある我が国政府統計への提言―」のインパクト・レポート
　　　による報告がありました。

４　審議事項について、審議が行われました。

  (1)　エネルギーと地球温暖化に関する検討委員会の対外報告「地球温暖化
　　　とエネルギー―持続可能な社会に向けた衡平な負担―」について
　　　山地憲治委員長から説明があり、審議の結果、承認されました。

　(2)　科学者コミュニティと知の統合委員会の対外報告「提言：知の統合
　　　―社会のための科学に向けて―」について中島尚正委員長から説明
　　　があり、審議の結果、承認されました。

  (3)　機能別委員会の再編のための「日本学術会議細則の一部を改正する
　　　決定案」について、原案のとおり総会に提案することが承認されました。

  (4)　会員又は連携会員が推薦できる人数、推薦の有効期間を変更する
　　　ための「日本学術会議の運営に関する内規の一部を改正する決定案」
　　　が承認されました。
　　　　推薦の受付は本年秋以降の予定です。

  (5)　「国際委員会運営要綱の一部を改正する決定案」が承認されました。
　　　　これは、平成２０年度に開催される８共同主催国際会議に対応する
　　　小分科会を設置し、平成１８年度に開催された共同主催会議のための
　　　小分科会を廃止する等所要の改正をするものです。
　　　　新たに設置が決まった小分科会は以下のとおりです。
　　　　・第20回色素細胞学会国際連合学術大会(IPCC)・第5回メラノーマ
　　　　　研究学会国際コングレス合同会議(IMRC)小分科会
　　　　・第5回国際研究皮膚科学会議小分科会
　　　　・2008年国際炭素材料学会議小分科会
　　　　・第21回国際結晶学連合会議小分科会
　　　　・第11回世界内視鏡外科学会小分科会
　　　　・第10回国際樹状細胞シンポジウム小分科会
　　　　・第5回世界水産学会議小分科会
　　　　・第13回環太平洋精神科医会議小分科会

  (6)　日本学術会議主催「持続可能な社会のための科学と技術に関する
　　　国際会議２００７」を平成１９年９月７～８日に日本学術会議講堂
　　　（予定）において開催することが承認されました。

  (7)　平成２１年度共同主催国際会議の候補が承認されました。
　　　以下の７会議が候補です。
　　　　・2009年IEEEロボティクス・オートメーション国際会議
　　　　・第9回国際炎症学会
　　　　・第14回国際生物無機化学会議
　　　　・国際生理学会第36回世界大会
　　　　・第4回世界トライボロジー会議
　　　　・第9回超伝導国際会議
　　　　・第14回国際内分泌学会議

  (8)　平成１９年度代表派遣に関する以下の提案が承認されました。
　　　・旅費の配分計画
　　　・実施計画
　　　・平成１９年４～６月分の派遣者（３件３名）

　(9)  シンポジウムの開催、国内会議の後援について提案どおり承認されま
　　　した。
　　　　承認されましたシンポジウムなどの詳細は、日本学術会議ホームペー
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　　　ジの下記のアドレスを御覧いただき、是非多数の方に御参加いただき
　　　ますようお願いいたします。
 　　  ( http://www.scj.go.jp/ja/event/index.html )

（10）冥王星は「準惑星」に分類するとの案を太陽系天体の名称等に関する
　　検討小委員会でとりまとめた旨、海部第三部長から報告がありました。

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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